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令和８年（２０２６年）４月１日 

交北小学校長  高山 和子 

 

令和８年度 学校経営方針 

 

枚方市の教育目標である「学びあい、つながりあい、一人ひとりの未来をひらく～個人と社会のウェルビーイングの実

現をめざし、可能性を最大限に伸ばす～」を踏まえ、本校の令和８年度学校教育目標を「学ぶ つながる 挑戦する」と

示し、この目標の実現に向け、教職員の創意と工夫に満ちた意欲あふれる学校づくりをめざす。 

  なお、現在、学校教育においては、「一人一人の児童が、自分のよさや可能性を認識するとともに、あらゆる他

者を価値のある存在として尊重し、多様な人々と協働しながら様々な社会的変化を乗り越え、豊かな人生を切り

拓き、持続可能な社会の創り手となることができるようにする」（学習指導要領 前文より抜粋）ことが求められて

いる。そのような児童を育成するにあたり、まずは、教職員を含めた学校を取り巻く大人たちが、その姿の見本と

なることが大切であり、高度専門職と言われる教育職員については、特に、学び続ける環境づくりを推進していく

ことも重要であると考える。 

本校において、より良い教育の実現をめざし、以下の観点に重点を置いた学校経営を推進していく。 

 

【校訓】  

※校訓とは、学校創設時からある教育理念。正門近くの石碑に刻まれている。 

【令和８年度学校教育目標】 

※学校教育目標とは、毎年定める学校全体の目標で、この目標達成に向け、その年度の教育活動に取り組む。 

【めざす子ども像・教師像】 
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【目標実現のための５つの重点（柱）】  

 

 

 

 

 

 

大切にするポイント（教育計画には、詳細に記載予定） 

１．教職員の資質・指導力の向上 

★教育公務員・公務員としての倫理観、規範意識を持ち、豊かな人間性と鋭い人権意識を磨き、学校を取り巻く

環境の変化を前向きに受け止め、学び続け、主体性を発揮し、授業改善を進める。 

★教職員が、やりがいを持って生き生きと勤務できるよう、業務の見直しを図り、心身の健康保持及び心理的安

全性の高い職員室の実現をめざす。 
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２．確かな学力と自立を育む教育の充実 

★子どもたちにとって、学校生活の中で１番長い時間を過ごす授業時間において、「わかった」「楽しい」「もっと学

びたい」と感じる授業づくりを推進する。 

★校内研究教科を算数科とし、基礎・基本の定着をめざし、自己選択・自己決定できる児童の育成に向け、校内

研究を推進する。 

 

３．安全・安心な教育環境の構築 

★生徒指導主担者を中心に、様々な課題に対し、教職員が一人で抱え込まない組織体制を確立する。 

★発達支持的生徒指導に基づき、深いこども理解と信頼関係を基盤として、すべての児童が安心して過ごせる環

境づくりを徹底する。 
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４．「ともに学び、ともに育つ」教育の充実 

★支援教育コーディネーターを核とした校内委員会の円滑な運営を行い、全校的な支援体制を確立するとともに、

積極的に学び、支援教育に対する専門性を高め、実践する。 

 

(５)家庭・地域・関係機関との連携について 

★児童を取り巻く大人たちが、それぞれの役割に応じた取組を積極的に推進する。 

 

以上、５つの重点（柱）は独立したものではなく、全てを有機的に連動させ、 

子どもたちも、教職員も、 

「主体的に学び考え行動する」「互いを認め大切にする」「意欲を持ち挑戦する」学校の実現をめざす。 


